
松 本 市 公 民 館 報 【本郷版】③ 2016（平成 28）年　5　月　30　日（月） 第 252 号

 人　口       14,225人
 男　性         6,893人
 女　性         7,332人
 世帯数         6,436戸

平成28年5月１日現在

満開のツツジ (桃仙園)

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

本
郷
公
民
館
で
は
「
地
域
を
知
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
」

と
捉
え
、
平
成
23
年
度
に
「
わ
が
ま
ち
再
発
見
」
D
V
D
を
作
成
、
25

年
度
か
ら
３
年
間
か
け
て
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
基
づ
く
文
化
財
約
１

9
０
０
件
を
調
査
、
加
え
て
27
年
度
に
は
郷
土
愛
を
深
め
る
た
め
の
手

作
り
地
域
情
報
誌
「
本
郷
地
区
地
域
学
習
テ
キ
ス
ト
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
27
年
度
中
に
関
係
機
関
や
学
校
の
図
書
館
等

に
、
合
わ
せ
て
8
０
０
冊
を
配
付
・
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
交
付

金
を
受
け
て
本
郷
地
区
の
小
学
生
（
本
郷
・
旭
町
・
清
水
ほ
か
）
に
約

8
0
０
冊
を
配
付
す
る
予
定
で
す
。
本
郷
小
で
は
、
ク
ラ
ス
毎
に
テ
キ

ス
ト
を
ま
と
め
て
保
管
し
、
卒
業
ま
で
学
年
に
応
じ
た
活
用
を
考
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
頒
布
や
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

（
テ
キ
ス
ト
を
ご
希
望
の
方
、
1
冊
3
0
0
円
。
詳
し
く
は
公
民
館
だ

よ
り
6
月
号
又
は
本
郷
公
民
館
☎
4
6

_

1
5
0
0
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
）

　

町
内
に
あ
る
こ
の
観
音
堂
は
、

毎
年
4
月
29
日
に
お
堂
が
開
か

れ
、
大
勢
の
方
が
参
拝
に
見
え
ま

す
。
参
拝
後
に
は
お
茶
を
振
る

舞
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
昨
年

に
続
き
原
女
子
会
の
手
作
り
の
草

餅
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て
も
お
い
し
い
と
好
評

で
し
た
。
新
緑
を
眺
め
な
が
ら
、

町
会
の
人
々
と
の
会
話
も
弾
み
、

楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ

も
観
音
様
の

ご
利
益
の
お

蔭
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

お
彼
岸
の
中
日
、
洞
山
城
の
有

志
約
20
人
が
集
ま
り
、
洞
橋
北
の

道
祖
神
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
祭
り
は
そ
の
日
、
頭
屋
の
主
宰

で
執
り
行
わ
れ
、
神
事
の
後
公
民

館
で
恒
例
の
直
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

三
才
山
御
射
神
社
秋
宮
の
「
八

十
八
夜
の
お
祝
い
」
が
５
月
１
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
五
穀
豊

穣
を
願
う
行
事
で
、
古
く
は
子
ど

も
達
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
保
護
者
も
参
加
し
、

本
村
で
一
車
、
小
日
向
で
一
車
、

約
40
人
が
お
船
の
山
車
を
引
き
な

が
ら
村
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

地 域 づ く り    !地 域 づ く り    !今今

　

ヤ
マ
ブ
キ
の
花
で
飾
り
立
て
、

各
個
人
が
作
っ
た
灯
篭
を
く
く

り
付
け
、
出
発
前
に
火
を
灯
し

「
八
十
八
夜
の

お
祝
い
に
舞
台

を
引
い
て
ヤ
ッ

コ
ラ
サ
ノ
サ
」

「
ソ
ー
レ
ヤ
ッ

コ
ラ
サ
ノ
サ
」

と
太
鼓
の
音
頭

に
合
わ
せ
元
気

な
掛
け
声
を
響

か
せ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
伝
統

行
事
が
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

美
ヶ
原
高
原
を
歩
こ
う

ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

図
書
委
員
会
文
化
講
座

文
化
施
設
視
察

町
会
対
抗
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

町
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

本
郷
地
区
文
化
祭

本
郷
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

図
書
委
員
会
文
化
講
座

本
郷
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

7/27/217/288/28

ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ
原

浅
間
温
泉
夏
祭
り

浅
間
温
泉
夕
市

浅
間
温
泉
新
そ
ば
祭
り

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6/25～

6/26
9/1010/1811/4～

11/6
12/32/23/11●

浅
間
温
泉
観
光
協
会
か
ら

8/11～

8/13
8/14～

8/16
10/29～

10/30

〜
子
ど
も
達
に
伝
え
よ
う
地
域
を
〜

地
域
を
知
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩

　
「
地
域
学
習
テ
キ
ス
ト
」
小
学
生
に
配
付　
　

春
の
例
大
祭

穴
田
観
音
堂
さ
く
ら
祭
り

（
原
町
会
）

4/29

洞
山
城
の
道
祖
神
祭
り

3/21

八
十
八
夜
の
お
祝
い

（
三
才
山
町
会
）

5/1

本
郷
公
民
館
日
程

地域学習テキスト
(A4カラー２４頁)

子どもの未来は地域の未来
子どもとともに地域を学ぼう
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30
分
間
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
90
分

間
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
日
頃
の
運

動
不
足
が
た
た
り
、
体
中
の
筋
肉

が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
…
。
今
日

は
松
本
市
熟
年
体
育
大
学
の
定
例

日
で
し
た
。

　

か
つ
て
私
は
浅
間
に
在
住
、
地

元
の
小
・
中
・
高
・
大
学
を
卒
業
、

就
職
も
地
元
企
業
。
言
う
な
れ
ば

本
郷
育
ち
で
す
。
10
年
ほ
ど
新
潟

県
で
生
活
し
、
縁
あ
っ
て
大
村
に

定
住
し
40
年
近
く
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
大
村
町

会
会
計
（
当
時
は
大
村
は
一
つ
の

町
会
）
そ
の
後
大
宮
神
社
総
代
、

安
協
役
員
、
大
村
中
町
会
長
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
町
会
の
皆
様
と

親
し
く
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
勤
め
の
頃
、
小
さ
な
業
界

の
全
国
協
会
長
や
ら
松
本
東
Ｒ
Ｃ

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
関
係
の
方
々
と
も
お
付
き
合

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ

た
付
き
合
い
は
、
そ
の
団
体
を
離

れ
て
し
ま
え
ば
希
薄
な
人
間
関
係

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
地
域
の
、
特
に
町
会
内
の

交
流
が
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ

る
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
町
会
長
の
折
、

時
の
上
條
泰
司
公
民
館
長
が
公
民

館
活
動
（
大
村
3
町
会
合
同
）
に

熱
心
で
、
人
の
使
い
方
も
誠
に
上

手
で
、
納
涼
祭
、
文
化
祭
な
ど
で

公
民
館
役
員
に
若
い
メ
ン
バ
ー
を

集
め
、
町
会
役
員
・Ｐ
Ｔ
Ａ・
公
民

館
サ
ー
ク
ル
の
人
達
を
巻
き
込
ん

で
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
盛
大
な
行

事
に
仕
立
て
上
げ
、
地
域
の
交
流

に
役
立
て
て
く
れ
ま
し
た
。
大
宮

神
社
総
代
の
時
、
竹
村
克
人
総
代

長
と
相
談
の
上
、
神
社
総
代
の
法

被
を
始
め
て
つ
く
り
ま
し
た
。

　

町
会
長
と
し
て
は
、
町
会
の
50

数
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
電
気

量
を
節
減
し
た
こ
と
や
、
防
災
部

長
さ
ん
達
の
協
力
を
得
て
防
災
訓

練
を
２
回
や
っ
た
程
度
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
会
食

会
、
先
に
述
べ
た
公
民
館
活
動
、

防
災
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
町
内

の
皆
様
方
が
よ
り
多
く
の
方
々
と

親
し
く
な
り
、
地
域
の
絆
が
強
ま

れ
ば
と
思
っ
て
町
会
の
事
に
携

わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
私
自
身

が
多
く
の
方
と
交
流
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
町
会
長

を
退
任
し
た
今
は
、
晩
年
も
自
分

の
事
は
自
分
で
で
き
る
脳
と
体
を

保
ち
た
い
と
、
冒
頭
に
あ
る
よ
う

に
熟
年
体
育
大
学
に
入
学
し
た
次

第
で
す
。

地域の絆！

町会内の交流が

大切

　

今
年
は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ〝
真
田
丸
〞で

ブ
レ
イ
ク
中
の
上
田
市
の
真
田
氏
歴
史
館
、

長
谷
寺
、
上
田
城
址
公
園
・
真
田
丸
大
河
ド

ラ
マ
館
を
視
察
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
道
中
の
新
緑
や
花
も
も
・
花

ミ
ズ
キ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
、
全
員
が
終
始

賑
や
か
に
、
楽
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
こ
の
本
郷
地
区
も
、
宿
泊
施
設

と
住
宅
密
集
地
に
老
人
福
祉
施
設
等
が
混
在

し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
な

ど
生
活
環
境
や
社
会
構
造
が
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
自
主
防

災
体
制
へ
の
変
換
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
4
月
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
松
本
地
域
に
は
牛
伏
寺

断
層
が
存
在
し
、
今
後
地
震
発
生
の
確
率
も
非
常
に
高
い
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
ま
さ
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り

そ
し
て
地
域
全
体
で
、
地
震
に
対
し
て
の
「
備
え
の
再
確
認
」
で
す
。

私
た
ち
本
郷
消
防
署
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
防
災
の
牽
引
役
と
し
て
、

職
員
一
同
団
結
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
消
防
行

政
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

本
郷
消
防
署
長　
　
　
　
　
　

惣
社
交
番
所
長　
　
　
　
　

本
郷
小
学
校
長　
　
　
　
　

本
郷
幼
稚
園
長　

東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

南
郷
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
長

清
水
健
一
郎 

↓ 

小
松　
　

正

大
池　
　

満 

↓ 

長
田　

秀
幸

関
崎　

信
行 

↓ 

小
林　

良
則

勝
野　

恒
彦 

↓ 

櫻
井
多
美
江

高
山　

理
恵 

↓ 

滝
沢
美
和
子

高
山　

明
博 

↓ 

山
田　

賢
司

生
田
惠
津
子 

↓ 

胡
桃
沢
里
香

高
橋 

　
由
弘

大
村
中
町
会

た
か
は
し

よ
し
ひ
ろ

横田公民館研修視察横田公民館研修視察4/28

【平和都市宣言30周年】
5月ロビー展　書道クラブ

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

南郷ひろば (湯ノ原周辺 )
里山辺のお湯かけ地蔵とかりがねサッカー場
を巡る2コースに分かれてのウォーキング。
好天に恵まれ、57人が気持ちの良い汗を流し
ました。

4/16本郷ひろば (松本城周辺 )
春雨に煙る松本城周辺を34人が参加しウォー
キング。若葉が美しい松本神社、本丸庭園な
どを散策し、博物館を見学して解散しまし
た。

4/28

長
田
　
秀
幸

お
さ
だ

ひ
で
ゆ
き

本
郷
消
防
署
長
に
就
任
し
て

本郷地区内
人 事 異 動人 事 異 動


